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研究成果の概要（和文）：本課題では、日本語の終助詞「ね」の特殊な用法に対する個人の柔軟性が心の理論の能力に
よって説明できるという予測について、事象関連電位を援用した2回の実験を通して探索的に検証した。分析の結果、
心の理論の能力が低いほど、適切性の低い「ね」の用法に対して、脳の後部により強いN170成分が認められた。N170は
社会的相互作用を反映する成分と考えられており、自閉症児に強く現れることでも知られている。本課題の2つのERP実
験で一貫して得られたN170からは、心の理論の能力が不十分であると、終助詞の用法を固定的に捉えているため、特殊
な用法に強い違和感を生じることになるという解釈が導かれる。

研究成果の概要（英文）：The present study examined a prediction that individual theory-of-mind (ToM) 
ability affacts flexibility to uncommon usages of a Japanese sentence-final particle "ne". Results of two 
event-related potential experiments consistently indicated that native Japanese speakers with lower ToM 
ability recruited stronger N170 ERP components while listening to uncommon usages of "ne". N170 is known 
to reflect social information processing, especially for patients with autism spectrum disorder. One 
plausible interpretation of the findings is that native Japanese speakers with low ToM ability perceive 
usages of "ne" in a restricted manner, which contribuutes to a stronger sense of strangeness to the 
uncommon "ne" usages.

研究分野： 語用論
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１．研究開始当初の背景 
日本語の終助詞は、命題内容に対する

話し手の態度を聞き手に伝える対人的モダ
リティである。とりわけ「ね」は会話で最も頻
繁に使われ、その用法は多様である（神尾, 
2002; 加藤, 2004; 滝浦, 2008; 時枝, 1951
等）。滝浦（2008）は、「ね」の素性を「情報が
聞き手の管理下にあること」を示す標識と定
義する。これに照らせば、「ね」は聞き手側
の話題に使うのが最も典型的で、話し手側
の話題に用いるのは適切性が低く特殊であ
ると考えられる。 
 ただし終助詞は、適切性が低くてもまった
く不適格となるわけではなく、話し手の一時
的な「見なし方」によって様々な語用論的効
果をもたらす（滝浦, 2008）。たとえ特殊な用
法でも、聞き手は、終助詞を通して話し手が
命題内容をめぐる状況や対人関係をどのよ
うに見なしているかを感得しようと試みるは
ずである。そのような話し手の可変的な「見
なし方」に柔軟に対応するために、聞き手は
対人調整能力、とりわけ他者の心的状態を
適切に推察しようと努める「心の理論（theory 
of mind; Baron-Cohen, 1995等）」の能力が
求められると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本課題は、不適切な終助詞に接した際に聞き
手が覚える違和感が何に由来するか、それに
対人調整能力がどのように影響するかを明
らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
「自閉症スペクトラム指数」の質問紙によっ
て、各日本語母語話者の心の理論の能力を測
定し、その上で、母語話者に終助詞を含む対
話を聴かせ、脳波の中で特定の出来事に付随
して生じる事象関連電位（Event-Related 
Potentials: ERP）を測定し、その成分と対人
調整能力との関連を検討した。 
 
４．研究成果 
本研究の 2 つの ERP 実験において、心の理論
の能力が低い参加者ほど、適切性の低い「ね」
の用法に対して後頭部により強い N170 成分が
認められた。N170 は、しばしば顔認知課題から
検出される社会的相互作用を反映する成分と考
えられており (Itier & Taylor, 2004等)、自閉症
児に強く現れることでも知られている  (Web, 
Dawson, Bernier, & Panagiotides, 2006等)。適
切性判断の反応時間も、心の理論の能力が低
い参加者ほど短かった。これらの結果は、日本
語の終助詞の理解には心の理論の能力が基盤
となっているという見方を支持する。心の理論の
能力が低いと、終助詞の用法を固定的にしか捉
えられず、そのため特殊な用法に強い違和感を
生じることになるのではないかと解釈される。そ
れに対して、心の理論の能力が高いと、特殊な
「ね」であってもそこに付与された話し手の心的
態度を柔軟に把握しようと努めるので、たちまち

強い違和感を覚えることもなく、またそのような逡
巡があるために適切性判断に時間がかかるのか
もしれない。 
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